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１ 農業振興について 

岡山市の農業は、深刻な高齢化と担い手不足に直面しています。これまでも様々

な施策を打ってこられたとは思いますが、直近 3年間の就農相談件数、新規就農

者、認定農業者の人数はいずれも減少傾向です。予算では、2015 年～2025 年の 10

年間で全体に対する割合は 2.23％から 1.69％まで減少しました。 

政府は米農家の激減を前提に経営の大規模化、効率化、スマート化などを重点的

に支援しています。しかし、それが可能なのは一部の恵まれた地域に限られます。

大規模経営が“ポツン”と残っても、草刈りや水路整備などはできなくなり、地域

のコミュニティも維持できず、環境や生物多様性も守れません。農業・農村の有す

る多面的機能を守るためにも、大規模経営とともに中小農家、兼業農家、新規参入

者なども大事な担い手に位置づけ、その経営が維持できるよう支援や取り組みが必

要です。 

 

（１）JA が農家へ仮払いをする概算金額が過去最高額となっています。物価上昇に

対して賃金や年金の引き上げが追い付かない中、米離れが懸念されます。市場で需

給バランスが崩れれば、また値崩れを起こしかねません。生産者に再生産可能な所

得・価格を保障しつつ、消費者には納得できる手頃な価格で提供する、これは政治

の責任です。国政の動きが鈍い中、自治体が独自で消費を促すためのお米券の配布

や、現物支給など始める例もあります。農家支援としても物価高騰対策としても有

効なこういった支援策を、岡山市でも考えませんか。ご所見をお聞かせください。 

 

（２）地域の将来の農地利用の姿を明確化した設計図「地域計画」が昨年末策定さ

れました。市内 13 の地域に分け、モデル地区を１つ加えて、認定農業者の方を中心

に話し合われましたが、10 年後誰がどこの農地を利用し、どうまとめていくのか、

今後の話し合いの見通しが立ってないと地域の方から伺いました。6月議会では「地

域での協議が継続できるよう話し合いの場づくりや合意形成の支援などに取り組ん

でいく」という答弁もありましたが、具体的にどのように進められているかお示し

ください。 

 

（３）米農家にとって多額の費用がかかる機械の更新がハードルになり、特に小規

模農家が継続困難になっています。農家戸数が減っている中で、地域の水路や農道

の清掃作業が困難になり、市が請け負って税金を使ってやらざるをえない状況で

す。集約化で収益を上げられる農家とは別で、小規模でも頑張る農家へ支援策をす

ることは、結果的に農業用施設の維持管理にかかる支出の増額を抑えることにもつ

ながると思います。小規模農家への支援について市のお考えをお示しください。 
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（４）大規模農家の方には担ってもらえない条件不利地域の荒廃を防止するために

どのような支援がされていますか。兼業で農地を借りて、野菜作りや果樹栽培をし

たいという方とのマッチングができる仕組みを考えてはどうでしょうか。 

 

（５）国の農業政策には学校給食が位置づけられています。2年前、初めての議会質

問で、農林水産振興アクションプランに学校給食を位置づけることを求めました

が、「考えてない」との答弁でした。しかし、地元農家さんと話していると、市場価

格に左右されずに提携できるのであれば安心して生産できるとの声も聞きます。来

年度改定なので改めて伺いますが、次期アクションプランへの位置づけについては

どのように考えますか。 

 

２ 学校給食について 

岡山市の学校給食の質について、６月議会で田中議員が指摘したように、岡山市の

学校給食のカロリーは国の基準に届かず、使用する食材の品目も減っています。８

月１７日にあった学校給食フェアでは、お祝い給食のサンプルが展示されており、

比較してみると今の給食は２年前よりもぐっと寂しく感じました。 

 

（１）こどもの成長と食育に欠かせない給食を充実させるためにも、カロリー基準

を明確化し、食材費の補助をしっかりと入れて、質の改善をしてください。税金の

使い方として優先すべきところだと思います。ご所見をお聞かせください。 

 

（２）学校給食でよく使われる野菜を県内生産者と提携して確保することは、生産

者にとっては安定した売り先の確保につながり、献立作りを担う側としても市場価

格に左右されるものが減れば、見通しが立てやすくなるのでないでしょうか。品目

ごとに少しずつでも提携先をつくり進めていきませんか。ご所見をお聞かせくださ

い。 

 

（３）食育推進協力者の登録は事業を始めてから１年半が過ぎました。取り入れる

学校や登録事業者数は当初から増えているでしょうか。学校や事業者からはどのよ

うな声を聞かれていますか。食育推進の取り組みとしてさらに広げていただきたい

ですが、ご所見をお聞かせください。 

 

（４）最低賃金が岡山市は 12 月から 1,047 円となり、過去最高の引き上げです。給

食の調理委託事業者の契約は 3年ごとに見直しをされていますが、この賃上げを受

けて契約途中でも委託料は見直しが必要ではないでしょうか。ご所見をお聞かせく

ださい。 


